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木の花暮らしでの育ちの道すじ 
～みつける、やってみる、わかる、わかちあう・・・そしてこどもたちは世界を創る～ 

 

子 ど も 時 代 を 子 ど も ら し く 、 そ の 子 ら し く 生 き る  

 

背 景  子 ど も 時 代 は ど こ へ ？  

 子どもらしい育ちの環境は急速に消えつつあります。情報化と共に子育て環境もデジタル化、スピード化、省力化？ 

ゆとりのある時間、冒険でき遊び込める空間（環境）、異年齢の多様な人との出会い、拠り所としての文化や風土・・・

は子どもの回りからどんどん失われています。 

 だからこそ、今の家庭や地域で出来ない生活、遊びを幼稚園が引き受けて、「子ども時代を一人一人子どもらしく生

きる、その子らしく生活する」場を意図的に創ることが、より一層重要なことと考えます。 

 

 

 

 

理念 子ども時代を子どもらしく、その子らしく生きる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）  主 体 的 に 考 え る 「 知 性 」 を 育 む  

 

 

 

（２） 多 様 性 を 認 め 合 う 対 話 的 な 「 徳 性 」 を 培 う  

 

 

 

  （ ３ ） い か な る 環 境 に も 順 応 、 適 応 す る 深 い 「 品 性 」 あ る 心 身 を 養 う  

 

 

 

 

 

 

2019年度版 

育ちのねらいのポイントは大きく３つ・・・ 

これからの持続可能社会を支える担い手として育ってほしいから・・・ 

自ら考えることをとことん

根気よく楽しめる子ども 

たくましさとしなやかな心と 

身体の自然体を楽しめる子ども 

ひとの違いを認め、尊重し、 

つながることを楽しめる子ども 

幼児期の今だからこそできること、今だからしておきたいこと・・・そんな体験を存分に、

その子らしさを発揮して、園生活の主人公として力いっぱい打ち込む。その結果として人生

を幸せに送るための、社会をよりよくするための「生きる力」が身についてゆく。 
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ぐみ（1，2 歳児）の時代・・・未満児時代はゆっくり育って、豊かな可能性を拡げる 

 

未満児はモノの見え方や音の聞こえ方など、五感の感覚をはじめ、身体諸機能、そして心の発

達など幼児期とは発達の特性が異なる年齢です。落ち着いた空間環境を用意し、初めて出会う保

育者との信頼関係のもと、一人一人の世界を大事に過ごし、そして少しづつその世界を拡げなが

ら、新たな環境でも安心・安定する「自分」を見つけて、幼児期の世界（集団教育）へと巣立っ

ていきます。 

 

 

 遊びの王国に繋げていく、ぐみちゃんたちの大きな方向目標は次の 3 点。 

１） 園生活で自らの力で安心、安定感を獲得すること。 

２）その子らしい世界の多様性、可能性を拡げること（それぞれの個性ある世界の表出、自己発揮） 

３）生活の中での多様な自信をつけること（身辺自立及び行動する自信、他者とのコミュニケーションを楽し

む自信、環境を切り抜く、変えられる自信。） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）「遊びの世界」への巣立 

～周囲の友達との「一緒」を味わ

う、楽しむ、つながっていく 

 

２）一人一人の世界の没頭 

～自分の世界を見つける、 

やってみる、没頭する 

１） 新しい環境への適応 

～自らの心身の安心・安定

を感じる、広げる、掴む。 

そのためのぐみちゃんの生活の要素は・・・ 

三つの方向目標とステップ 

保育者との信頼関係をもと

に身近なモノへの興味を拡

げ、空間的な行動を主体的

に拡げていく場の保証。 

日常の中で体験を線でつなぐと共

に本園（3歳以上児）の遊び、生

活、行事の取り組みの姿などを自

らの体験に重ね、園の生活を総合

的に身体でとらえる体験の機会。 

幼児教育への接続（移

行）ぐみ時代を通じて他

者と過ごす楽しさと自信を

もとに自分たちで生活を創

ろうとする主体性を育む。 

見る・聴く・触る・嗅ぐ・味わ

う、といった五感をフル活用で

きる環境、題材を用意。自分の

ペースで世界を発見し、その可

能性を拡げるための、一人一人

の時間・リズムを大事にする。 

未満児の世界・・・安心・安定を土台に一人一人の世界をしっかり築く 

時間・テンポ・リズム 

 

ひと⇒モノ⇒空間 

 

連続的⇒重層的⇒総合

的 
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 大人からだけでは学べない、いや子どもから学ぶ（真似ぶ）からこそ身につくものがある幼児期の世界。そ

んな子どもたちが主人公としての木の花暮らしのキーワードは多様性と連続性。子どもが主体的、自発的に関

わる多様で連続性のある、流れのある日常に、ドキドキするような「非日常」的な出来事を織り込む生活が木

の花暮らしの「幼児期の世界」の骨格です。 

 

 

プチ（満 3 歳）の時代 

・・・年少児から園生活を受け継ぎ、次の新年少児とぐみちゃん（2 歳児）に園生活を繋ぐ存在 

満 3 歳児は周りを気にせず大人の意図を汲まず自己発揮できる年齢。園生活のスタートはゆるやかに、頑

張らずに周りを気にせずに自分らしく自己発揮できればいい時代。年少のゆっくりテンポな子にはそんな満３

歳児と意気投合できる子も。そして満３歳児の子どもたちが次年度に新しい３歳児を迎え先輩として園生活を

リードし、年中児とつなぐ役割をする存在になっていきます。 

 

年少時代 

・・・多様な遊びの世界の中で気づく、新しい「自分」の発見 
 年少児は 1 年かけてゆっくり園生活を知ればいい時代です。季節によって色々な園生活の中で様々な体験

と機会があります。そのことを身体で知り、家族がいなくてもなんとかなる「自分」を見出します。色々な「自

分」に出会い、様々なテーマに気づき、新たな「自分」を開花させ自己発揮できる時代です。 

 

年中時代 

・・・・競争、挑戦、衝突、失敗 etc だからこそ知る「自分」への信頼 

年中児は子どものやりたい気持ち、競争したい、強くなりたい気持ちと能力のアンバランスが起こりやすい

時期です。自分と他者との人間関係が見えてくるだけに、お互いの遊びのイメージと交渉能力のアンバランス

からトラブルも増えますが、挑戦して失敗して自分の力を知り、人と調整することを知っていきます。失敗か

ら次を作り出せるだけの時間と空間を用意することで、自らみつけた自信の持てる「自分」で色々な勝負がで

きるようになります。 

 

年長時代 

・・・・自立と自律、協同と充実、責任と自負を持つ「自分」への自信  

年長児はもてる力を発揮して、いろんなことができる自分を感じる時期。同時に友達のすごさにも気付きま

す。力を合わせて一人ではできない大きなことを協同で成し遂げて、そのことを喜び、在園児のモデルとなる

存在としての自負も出てきます。思考し工夫し、試行錯誤する中で創造する面白さと協同する充実感、達成感

を味わい、園生活を担う自信をつけていきます。 

 

幼児期の世界・・・子どもから子どもへ～遊びの文化が学びの土台 

 

多様性と連続性のある日常の生活と「非日常」を織り込んだ保育 
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空間・モノ（子どもの生活圏） 

安心感と居心地の良さ、温もりのある生活環

境を母胎により創造的により冒険的に自らの生

活を切り拓く拠点となる空間とモノです。 

◇園舎（本館）・・・創造と想像の場 

◇未満児棟（ぐみぐみハウス）・・・安心と憩いの場 

◇園庭・・・自然と冒険の舞台 

◇地域・・・郷土の自然、社会と関わる生活 

＊連続性と多様性のある空間 

＊使い方に創造（想像）の余地のある多様なモノ 

＊創り守り育てる自然環境 

＊園バスのない豊かさ 

 

そんな育ち（学び）を支える、木の花暮らしの 4 つの構成要素・・・・ 

 

ひと（子ども時代の「出会い」） 

幼児期の学びは真似ぶが基本。ひとをモデル

に多様な学びを得る出会いの場を多く作りま

す。 

◇子どもと子どもとの多様な出会い 

・自由遊び・クラス、学年集団・縦割り・グループ活

動・統合保育・交流等 

＊見る、憧れる、なぞる、真似ぶ、伝え合う、教え

る、分ける、分かち合う、協同する 

◇子どもと大人（あるいは大人同士）との出会い 

・非日常の場（行事等）、保護者会、おやじの会活

動、保護者参画（ボランティア等）、地域の施設、

人々・保育者（男女混合多芸多才？） 

＊一人一人の子どもの学びの「引き出し」を広げ、大

人たちの共感と自己実現。協働の場 

時間（子どもの「とき」を刻む） 

年長から未満児へと年齢が下がるにつれてゆ

ったりとした時間感覚を大事にしています。 

◇一日の流れ・・・メリハリのある生活時間 

（繰り返しの安定感のある流れ） 

◇一年の流れ・・・季節感を感じる生活の暦 

（非日常のお祭り） 

＊「流れ」とリズム・・・身体感覚的な時間。 

＊時間の重層性・・・グループ・クラスによって、

異なったり重なったりする時間編成。 

＊一人一人の時間感覚・・・子どもの特性に応じて 

文化・風土（暮らしの文化） 

武家屋敷に始まった保育文化があります。

武家といっても生活臭のある労働も含めた

江戸期の武家像が土台。小麦粉で練る糊を貝

殻にのせて用意しての手技製作、菜園で取れ

た野菜を使った料理等、面倒さを厭わない、

手間をかける、本物を大事にする、そういう

文化が今も綿々と息づいています。 

◇「お仕事」  ◇食文化 

◇歩く生活（園バスのない生活）（歩育） 

◇判断できる生活 ◇危険・本物と向き合う 

◇「生の目」  

◇同窓会 
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登園 

園舎（本館） 

～満３歳以上児 園庭 地域 

降園（お列） 

おのこり

（預かり） 

昼食 

朝の自由遊び 

 

 

 

 

グループ

活動 

縦割り 

食文化（夏蜜

柑の採取） 

 

 

 

 

危険・本物

と向き合う 

歩く生活 

クラスの

仲間と 

異年齢と

の出会い 

お集ま

り・活動 

午後自由遊び 判断できる

生活 

ぐみぐみハウス

（未満児棟） 

～未満児 

 

 

おやつ 

お昼寝 

昼食 

遊び 

降園 

遊び 

登園 

未満児・以上児混合保育 

お集まり 

空間 ・

モノ 

時間（一日） 

ひと 

文化・風土 

お仕事 

グループ

活動 

未満児・以上児混合保育 

一枚のキャンバス（画布）に描く一日の多様な「学び」の物語 
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 結果として身についてゆく 3つの資質・能力と「10 の姿」（以上）・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化 

風土 
      ひと 

     ぐみ・ 

  ぐみ・ 

１、２歳時代 

プチ・満 3歳時代 

年少時代 

年中時代 

年長時代 

空間・モノ 

時間（年月） 

時間（一日） 

一日一日を積み上げて卒園までに築く学びの物語 

 

学びに向かう力 

～興味関心、好奇心、 

意欲、自己肯定感、自立・自

律、自己調整力、共感、思いや

り、協同、規範意識、責任感、

挑戦・冒険心、挫折や失敗から

の回復力、感動する心、感謝す

る心等・・・等々 

 

 

学びの方法論 

～思考力・判断力・表現

力、想像力、創造力、活用

工夫する力、コミュニケー

ション力、聞く力、言葉の

伝え合い・・・等々 

知識やスキル（技能）の基礎 

豊かな感性と感覚、強さとしな

やかな身体、健康と安全のスキ

ル、数量・文字・図形等への興

味関心・・・・等々 


